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現場からの技術的質問 - ピアレビュー 

Q. CMM® TR-25 のピアレビューKPA の箇所に目を通したのですが、レ
ビューで収集したデータを今後のプロジェクトで活用する方法について

の明確な記述が見当たりません。L3-97 ページに「ピアレビューには、
ソフトウェア作業成果物や予防され得る欠陥について理解を深めるとい

う重要な付随的効果がある」と書かれている程度です。この点について

ご意見をいただけますか？ 
Magid Shabestary, UK Banking Sector

 
A. ピアレビューの開催と結果に関するデータを記録するよう記述してい
るピアレビューの活動 3 に関するご質問ですが、十分にお答えするに
は、ピアレビュープロセスの枠を越えて、レベル 3 のすべての KPA を
全体的に考える必要があります。ピアレビューは、ライフサイクル中の

開発活動の結果として作成される作業成果物に対して実施します。SPE
（活動 2～8）の各「ライフサイクル」活動が主な作業成果物に対する
ピアレビューを期待しているだけでなく、活動 9 も「ピアレビューやテ
ストで特定された欠陥に関するデータをプロジェクトの定義されたソフ

トウェアプロセスに従って収集し、分析すること」を述べています。 
 
ですが、他のプロジェクトに関するデータを分析した結果得られる教訓

を考慮できるように、プロジェクト管理のアプローチを参照する必要が

あります。統合ソフトウェア管理の活動 4（サブプラクティス 5 および
6）は、自分のプロジェクトで得られる技術面・管理面での教訓はすべ
て記録し、他のプロジェクトで得られた同様の教訓を体系的にレビュー

して自分のプロジェクトの見積もり、計画、追跡、再計画のための入力

として活用することを期待しています。 
 
最後に、そのような教訓を OSSPに反映する方法が必要ですが、この点
については組織プロセス重視(OPF)と組織プロセス定義(OPD)を参照す
ることができます。OPF の活動 1、2、3 には、OSSP の維持のための
評価と計画が必要であり、これらのプロセス改善活動（組織全体/プロ
ジェクト内いずれの場合でも）を組織レベルで調整する必要があること

が書かれています。 
 
OPD の活動 1 は、OSSP の開発・維持のための手順の確立に関する記
述で、サブプラクティス 6 では考えられる変更の要因の例を挙げていま
す。例えば、「組織やプロジェクトのソフトウェアプロセス活動の監視

を通して得られた教訓」や「プロセスや成果物の測定データを分析、解

釈した結果」などです。これは、ピアレビューデータに対する分析やそ

の結果得た教訓についても含むと考えられます。 
 
OPD の活動 5 ではさらに明確に記してあり、「ピアレビューの守備範
囲と効率性」や「ソフトウェア要件およびソフトウェアコードの中で検

知された欠陥の数と重大性」をプロセスデータベースに含めるべき測定

データの例として示しています。 
 
このようなデータは、後にレベル 3からレベル 4へ移行する際に、目標
設定と実施能力測定のための主要な情報源となります。 
 
 

コンピータは引き続き CMM®をサポートします

（つづき） 
 

Q. コンピータは今後もCMM®
入門の公開コースを実

施しますか？ 
 
A. はい。CMM®

入門を含め、CMM®
の全コースを実施

していきます。同時に、オンサイトでのCMM®
コース

も引き続きご提供していきます。 
 
Q. 私は現在CBA-IPIリードアセッサで、2005年12月
以降CBA-IPIアセスメントを実施できなくなります。
CMM®-PPAに移行することは可能でしょうか？ 
 
A. はい。その場合、PPAアセッサコースに参加して
いただく必要があります。また、監督下でのアセスメ

ント実施については、これまでのCBA-IPIのご経験を
考慮し、スムーズに移行していただけるよう配慮いた

します。 
 
詳細については、弊社までお問い合わせ下さい。 
ご質問や投稿を募集しています
株式会社 コンピータジャパン 
〒103-0016 
東京都中央区日本橋小網町 19-7 
電話 03-5649-2003 
FAX 03-5649-2637 
E-mail welcome@compita-japan.com 
http://www.compita-japan.com/ 

お問い合わせ 

私たちコンピータジャパンでは、このニュースレター

をインタラクティブで情報満載なものにしていきたい

と思っております。そこで、ぜひ皆様のお力添えをい

ただければ幸いです。 

ISO15504、CMM®
、CMMI®に関してご質問やご紹介

記事などがございましたら、welcome@compita-
japan.com までお寄せ下さい。毎月のニュースレターでご
質問への回答やご紹介記事を掲載させていただきたいと

思います。なお、ご質問および記事の編集権限は当方に

留保させていただきます。 

コンピータジャパンは、長年の業界経験を持つ優秀な

有資格アセッサを有していることを誇りとしておりま

す。ISO15504、CMM®
、CMMI®に関するご質問にお

答えすることで、皆様のご参考になれば幸いに存じま

す。 
 
 

心

米

*すべてのコースは熟練した通訳者が逐次通訳を行いますので語学のご
配は不要です。テキストも日本語です。 
**能力成熟度モデル CMM  、CMMIは、カーネギーメロン大学によって、
国特許商標庁に登録されています 
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